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 機関リポジトリ（IR）とオープンアクセス（OA）雑誌は Budapest Open Access Initiative（BOAI）を背景に普及してきた。本稿では
両者の現状を BOAI の理念と持続可能性の観点から検討する。現在の IR と OA 雑誌は，BOAI が挙げる 3 つの障壁のうち法の壁や技術の
壁への対応に問題がある。持続可能性については継続的なコンテンツ収集のために，IR では研究活動の中に埋め込まれること，OA 雑誌で
は質を維持しながら多くの論文を掲載することが重要となる。また，BOAI は「研究の加速」などを OA の実現の目的としているが，IR と
OA 雑誌にはこれを損なう危険性もある。 




オープンアクセス（OA）の基本文献の 1 つに，OA が何
かを定義し，OA 運動に大きく影響を与えた Budapest 





て OA の実現手段として，著者による Self Archiving（SA）
とオープンアクセス雑誌（OA 雑誌）の 2 つの道を示した。
これが現在の機関リポジトリ（IR）と OA 雑誌普及の背景
となっている。 












ている RoMEO プロジェクトによれば，2010 年 1 月現在，













2.1.2 IR の現状 
 世界の IR については Open DOAR（Directory of Open 
Access Repositories）6)，ROAR（Registry of Open Access 
Repositories）7)等で確認できる。Open DOAR によれば，




コンテンツ分析システムによれば，2009 年 12 月時点で日
本には 135 の IR がある8)。登録コンテンツ数は 55 万件を
超え，うち約 15万件が 2009年中に追加されたものである。 
 
2.2 OA 雑誌 
2.2.1 OA 雑誌の類型と収入モデル 
OA 雑誌とは購読料以外の手段で出版費用を賄うこと
で，誰もが無料で使える電子ジャーナルである。OA 雑誌
出版者の代表例には BMC（BioMed Central，2008 年に
Springer が買収），PLoS（Public Library of Science）等
がある。 
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つの OA 雑誌の類型がある9)。このうち後 3 者は予約購読


























2.2.2 OA 雑誌の現状 
DOAJ には 2010 年 1 月時点で 4,548 の雑誌が登録され
ている。Morrison によれば 2009 年に新たに 700 誌以上が
登録され，過去 4 年で DOAJ 登録誌数は 2 倍以上になった
17)。Xia によれば研究者の認知度も高まっており，2007 年
には 85％以上の研究者が OA 雑誌を知っていた18)。 
日本で OA 雑誌を扱う出版者には富士技術出版等があ
る。J-STAGE に登録された学協会誌の約 7 割も OA 雑誌
とされる 9)。これらは「電子版のみ無料公開型」である。
また，物質・材料研究機構（NIMS）は 2008 年から Science 
and Technology of Advanced Materials 誌を「完全無料型」
で発行している19)。日本化学会は 2005 年から発行する 2
つの雑誌を「ハイブリッド型」としている20)。一方，日本
には「著者支払い・読者無料型」はほとんどない。 
3．OA の理念と IR・OA 雑誌 
2009 年 9 月，OA 雑誌 PLoS Medicine は創刊 5 周年を
記念し，医療系 OA 論文 6 本の中から投票で 1 位を決める
コンペティションを開催した21)。しかし，開始数日後，候
補の 1 本が「OA ではなく（無料で読めるだけの）フリー
アクセスであった」とされ，投票が中断された。これは
PLoS がいかに OA にこだわっているかを示した事件であ














壁」も排除し初めて OA となる。BOAI と並び，OA の 3B













BMC や PLoS は CC-BY ライセンスを導入しているが，
このような OA 雑誌はわずかである。Suber の 2010 年 1
月の調査では DOAJ 収録雑誌中，CC ライセンスを導入し
ているのは 15.6％で，うち CC-BY ライセンスは 9.9％に
とどまった24)。 
IR では OA 雑誌以上に「法の壁」の排除が困難である。




明示している IR 自体少なく，Open DOAR によれば 2010
年1月時点で78％の IRはライセンス方針を定めていない。
佐藤が日本の 115 の IR を対象に行った調査でも，方針を
明記している IR は 48 件（約 40％）にとどまった。さら
に方針を明記している中で，著者が選択した場合など一部
でも CC ライセンスを導入した IR は 2 件のみであった。 
 




情報の科学と技術 60 巻 4 号（2010） ― 146 ― 
にアクセスを制限したがる傾向もある。Open DOAR によ



















4.1 IR・OA 雑誌の持続可能性とは？ 




検討する必要がある。1 つは OA 実現戦略としての持続可
能性で，継続的にコンテンツを収集・発信できるか否かで





4.2 IR・OA 雑誌のコストと収入 
4.2.1 IR のコスト 
IR のコストについて，Swan らは SHERPA プロジェク
トに基づき，初期設置（ソフトウェア，サーバ等）費用が
約 57 万円，技術サポート／保守費用が約 52 万円，スタッ
フの給与が年間 435 万円としている32)。つまりコストのほ
とんどは人件費である。佐藤義則の調査では，2007 年に日

























スキャンした紀要類である。また，2006 年に Xia らがヨー





ような方策があるか。1 つは所属機関が OA を義務化する
ことである。OA 義務化の詳細は別稿に譲るが，ROAR に
よれば 2010 年 1 月時点で所属者に OA を義務化している

























4.3.2 OA 雑誌のコンテンツ収集 
Warlick らは，ノースカロライナ大学とデューク大学で
OA 雑誌に論文を発表した生物医学研究者を対象に，投稿























赤字に陥る。例えば PLoS が発行する 7 誌中 3 誌が黒字化
しているが，IF が高く多くの投稿を集める PLoS Biology
と PLoS Medicine は赤字である24)。 
この問題を回避する方法の 1 つは，異なるレベルの質の
雑誌を複数持ち，高レベルの雑誌に却下された論文の受け






は効率的にコンテンツを収集できる。PLoS が 2006 年に創






げたのは PLoS ONE であった45)。まず PLoS の中で権威の
高い雑誌に投稿し，却下されたら PLoS ONE という流れ
が確立していると言える。長年，掲載料等だけでは支出を
賄えず，持続可能性が疑問視された PLoS であるが，PLoS 
ONE の成功も受け 2010 年には黒字化する見込みである。 
5．IR・OA 雑誌と OA 実現の目的 
5.1 なんのための OA か？ 
冒頭に挙げたように，BOAI は OA 実現の目的として，
1)研究の加速，2)教育の質向上，3)富める者と貧しい者の
学問の共有，4)人類共通の知的対話と知識探究の場の実現，





5.2 研究の質と IR・OA 雑誌 
5.2.1 OA 雑誌と査読 

































（2）PLoS ONE の是非 
「質にかかわらず科学的に妥当であれば論文を掲載する」
PLoS ONE の評価は高まりつつある。2010 年には引用索
























































BOAI の理念と目的，持続可能性の点から現在の IR と
OA 雑誌の問題点を指摘してきた。しかし，筆者らはこれ











ただし BOAI の示す OA が理想形であることも確かであ
る。本稿が OA の理想と現在の IR・OA 雑誌のギャップを
考え，その差をどう埋めるか考える一助となれば幸いであ
る。 
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Abstract: Institutional Repositories (IR) and Open Access Journals (OAJ) have been developed with the idea of 
Budapest Open Access Initiative (BOAI). This paper reviews IR and OAJ in terms of BOAI’s ideal and their 
sustainability. Many IR and OAJ are missing the view of “legal” or “technical” barriers in BOAI. It is important 
for IR to understand the research process. OAJ have to publish many articles with keeping the quality of 
articles. 
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